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行 政 報 告 
            平成２８年壱岐市議会定例会９月会議 

１．はじめに 

本日ここに、平成２８年壱岐市議会定例会９月会議にあたり、前

会議から本日までの市政の重要事項及び今回、補正予算に計上した

主な内容等についてご報告申し上げ、議員皆様のご理解とご協力を

賜りたいと存じます。 

（１）国境離島新法に係る取組について 

これまで、国への施策提案に向けて、市民皆様からのアイデア募

集を官民一体となって進めてまいりました。今後は、国の基本方針

や県による計画策定に向けて、集められたアイデアを具現化するた

め、去る８月３１日に壱岐市国境離島新法協議会を設立しました。

本協議会は、民間と市議会と市が一体となり、壱岐地域社会を維持

するための具体的施策についての協議や、国県への要望活動などを

行っていくこととしております。 

（２）小中学生の全国大会等での活躍について 

８月２０日に神奈川県の日産スタジアムで開催された「第３２回

全国小学生陸上競技交流大会」に長崎県代表として出場した渡良小

学校の 竹下
たけした

 紘夢
ひ ろ む

 君が、５年男子１００ｍの部において、１３秒 

４９の好記録で４位入賞を果たしております。また、同大会の共通

女子走り幅跳びの部に出場した盈科小学校６年生の 長岡
ながおか

 幸奈
ゆ き な

さん

が､４ｍ２９ｃｍの記録で１７位という好成績を残しました。 

また、８月１０日から１２日に、東京体育館等で開催された「フ
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ァミリーマートカップ第３６回全日本バレーボール小学生大会」男

女混合の部に出場した三島小学校ジュニアバレーボールクラブは、

２次予選で惜しくも敗退しましたが、１次予選を２戦２勝するなど、

全国の強豪相手に一歩も譲らない活躍を見せてくれました。 

さらに、７月２日、３日に大村市で開催された「長崎県スポーツ

少年団軟式野球交流大会」で準優勝して、九州大会への出場権を獲

得した勝本少年野球クラブが、８月１２日、１３日に鹿児島市で開

催された「第３６回九州ブロックスポーツ少年団軟式野球交流大会」

において素晴らしい活躍を見せ、決勝戦で熊本県のチームに敗れは

しましたが、見事、準優勝に輝いております。 

壱岐の将来を担う子どもたちの健やかな成長は、私の心からの願

いであり、今回の全国大会、九州大会での素晴らしい活躍を大変う

れしく思うと同時に、この経験が自信へとつながり、自らを成長さ

せる大きな糧となることを期待しています。 

（３）全国離島交流中学生野球大会について 

離島球児の夢舞台「国土交通大臣杯第９回全国離島交流中学生野

球大会」通称「離島甲子園」が、去る８月２２日から２５日まで島

根県隠岐の島町で開催されました。壱岐市選抜チームは、第１回戦

が不戦勝、第２回戦で北海道奥尻島「青
あお

苗
なえ

・奥尻中学校」に２対１

で勝利しましたが、第３回戦で沖縄県「石垣島ぱいーぐるズ」に３

対４で惜しくも敗れました。ベスト８に止まりはしましたが、見事

なチームワークで素晴らしい試合を行ってくれました。 

島外との交流機会が少ない全国の離島の中学生が一堂に会する本
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大会に参加した壱岐市選抜チームは、野球を通じた「島」と「島」

の交流により、友情を育み、夢と希望と勇気を持つことの大切さを

実感できたことと思います。 

（４）ＮＨＫラジオ番組「ふるさと自慢うた自慢」の開催について 

壱岐の島ホールの落成２０周年を記念し、１１月２５日にＮＨＫ

長崎放送局及び本市の主催により、同ホールにおいて壱岐の島ホー

ル落成２０周年記念ＮＨＫラジオ番組「ふるさと自慢うた自慢」を

開催します。 

ゲストに、歌手の 橋
はし

 幸夫
ゆ き お

 さんと 門倉
かどくら

 有
ゆ

希
き

 さんをお迎えし、

地元の男性と女性の各グループがチーム対抗でふるさと自慢を繰り

広げるとともに、カラオケで歌を競い合うという番組内容で、ゲス

ト歌手２人の歌謡ショーもお楽しみいただきます。放送日は未定で

ありますが、全国に壱岐市をＰＲする絶好の機会でありますので、

ご決定いただきましたＮＨＫ様に心から感謝申し上げる次第であり

ます。観覧申込み等詳細については、既にＮＨＫ長崎放送及び壱岐

市ホームページで周知しておりますが、後日、広報紙等でもお知ら

せいたします。 

 

２．交流人口の拡大 

（１）国際化推進班の新設について 

近年、人流・物流・情報が国境を越えて動くグローバル化が世界的

に進展し、各国経済の相互依存度が高まる中、我が国においても、

外国人観光客や在留外国人数の増加等、グローバル化の波が押し寄
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せております。２０２０年の東京オリンピック・パラリンピックに

向け、今後、外国語教育、国際理解教育、外国との経済・文化交流、

地域における国際交流行事など、地域の国際化を推進する必要性が

一層高まることが予想されます。本市においても、現在、諸外国と

の関わりが増えつつあり、外国人居住者や外国人観光客数も徐々に

増加しております。 

一方で、国際交流行事や市民皆様が外国人と交流する機会が限ら

れており、海外における本市の知名度が低いという現実があります。

壱岐は、食、自然、歴史・文化遺産等、豊富な観光資源を有してお

り、インバウンドの増加によって、壱岐の魅力を世界各国へ拡散し

てもらえる大きな可能性があるものと考えております。 

そのような現状と課題を踏まえ、国際交流業務の受け皿、対外的

な業務や対外発信、さらにはグローバル化の漸進的な推進を担う部

署を設置することが必要と判断し、９月１日から企画振興部地域振

興推進課内に国際化推進班を新設いたしました。 

同班は、観光商工課と連携し、インバウンドの強化に関する業務

も支援させることとしております。国際化推進班に発令又は兼務発

令を受けた職員は、笹原副市長の提案により発足した国際化推進チ

ームのメンバーとなっており、可能な限り国際関連業務に従事させ

ることで、当該分野の人材育成も図っていく所存であります。 

（２）観光振興について 

本市における観光客数を推計するうえで参考となる九州郵船とオ

リエンタルエアブリッジの本年１月から７月末までの乗降客数累計
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は、３８１，２９５人、対前年比９９．６パーセントでありました。 

４月に発生した熊本地震の影響もあり、５月と６月は対前年比で 

８７パーセント程度まで落ち込みましたが、７月は対前年比で 

１１２．４パーセントと急回復しており、今夏の好天もあり、８月

の実績を期待しているところです。 

ＪＲ九州の長崎デスティネーションキャンペーンについては、１０

月１日に長崎駅と博多駅で開催されるオープニングイベントを皮切

りに、１２月までの期間で実施されます。県内全市町ＰＲの相乗効

果によるキャンペーン期間中の観光客数の増加に期待しております。 

 １０月２０日と２１日には、本市において、旅行会社の仕入企画

造成担当者を対象に年２回開催されている長崎県観光情報説明会が

開催されます。関西・中国・四国・九州地区の旅行会社に対し、今

回は、平成２９年度上期における観光情報説明会となっており、こ

の好機に壱岐の魅力を最大限発信してまいります。 

また、新たな取組として、１０月８日から９日まで、１泊２日の

行程で「サンクチュアリ壱岐」と題したコスプレツアーが実施され

ます。コスプレイヤーの方々が、「実りの島、壱岐」を訪れ、撮影を

楽しんでいただくことにより、壱岐の新たな情報発信に繋がるもの

と期待しております。 

 さらに、１０月２５日にはモンゴル国のビルグーンオンダラガ歌

舞団２３名による公演を、壱岐の島ホールにて計画しております。

今回の公演は、平成２６年にモンゴル国と日本の文化交流協定から 

４０周年を迎え、平成２７年に元寇に関する撮影が元寇ゆかりの地
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である壱岐市をはじめ、日本各地で行われた御縁で今回の公演にい

たっております。多くの市民皆様にご来場いただきたいと存じます。 

観光施設のイルカパークでございますが、平成７年に開園し２２

年目を迎えております。イルカパークについては、施設が閉鎖的海

域であることから、平成１３年に浚 渫
しゅんせつ

工事を実施しておりますが、

それから１５年経過しており浚渫の必要があることから、今回、浚

渫に係る所要の予算を計上しております。 

（３）壱岐ウルトラマラソンについて 

１０月２日開催の壱岐ウルトラマラソンの申し込みは、８月２６日

に応募を締め切り、福岡県２３５人、長崎県１１８人をはじめ、北

は北海道から南は沖縄まで、３５都道府県から１００Ｋｍ３８５人、

５０Ｋｍ２３０人、計６１５人の参加が決定しております。ボラン

ティアにつきましては、島外から４８人の応募があっており、現在、

市内のボランティアの方も募集しております。 

また、島内の学生には、小学生に１キロ毎に立てる距離表示の 幟
のぼり

に応援メッセージを、中学生には当日の給水所等の運営のお手伝い

を、高校生には参加選手への手紙を書いていただき、選手への激励

を行うようにしております。 

招待選手として、２０１４年１００Ｋｍウルトラマラソン世界選手

権第２位で長崎県出身の 望月
もちづき

 千
ち

幸
ゆき

 選手、若い世代に人気の歌手グ

ループであるソナーポケットの eyeron（アイロン）さんに、選手と

一緒に走っていただき、大会を盛り上げていただくようにしており

ます。 
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また、前回ご報告いたしましたレオパレス２１様をはじめ、富士

ゼロックス様、ＪＴＢ九州様、大塚製薬様等、多くの企業にもご協

賛いただき、様々な面でご支援いただいております。 

壱岐全島を舞台としたイベントでありますので、市としても大会の

成功に向け万全の体制で取り組んでまいります｡関係機関・団体皆様

のご理解、ご協力をお願い申し上げます。 

（４）ふれあい交流事業について 

本年も、壱岐市在住の独身者に対して適切な出会いの機会を創出

することにより成婚を促し、人口減少に歯止めをかけることを目的

として、１１月５日から６日にかけて「第４回イキイキお結び大作

戦」と題して婚活イベントを計画しております。昨年は男性１９人、

女性１８人の参加で、カップル成立数は１４組であり、そのうち 

１組が東京の女性と成婚にいたっております。今回も、多くのカッ

プルが誕生することを期待しております。 

また、市民向けセミナーについては、結婚応援隊向けの内容も計

画しておりますので、多くの皆様にご参加いただけるよう周知を図

ってまいります。 

（５）生涯活躍のまち推進プロジェクトについて 

元気な中高年齢者の移住を促進することにより人口減少に歯止

めをかけ、地域の活性化を図るいわゆるＣＣＲＣ（生涯活躍のまち）

構想でありますが、本市も壱岐市版生涯活躍のまちの実現を目指す

べく、基本指針・実施計画の策定業務に係る費用を地方創生推進交

付金に申請しておりましたところ、この度採択されましたので今回
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所要の予算を計上しております。 

今後、関係機関に参画いただいた推進協議会を設立し、本市の方

向性を示す基本指針と、実現するための詳細計画を載せた実施計画

を、関係者の意見を踏まえ策定するようにしております。 

若い世代の移住施策とともに、生涯活躍のまちについても積極的

に取り組む所存であります。 

（６）福岡市・九州離島広域連携事業について 

本年３月に発足した福岡市・九州離島連携協議会でありますが、

去る７月１８日に福岡市天神の岩田屋前広場においてキックオフイ

ベントを実施し、本格的に事業を開始しております。 

「離島」という字は「離れる」「島」と書き、寂しい感じがいたし

ます。これを離れる島の「離島」から、訪れた人がＲｅ-ｆｒｅｓｈ

（元気を回復する）、島に人がＲｅ-ｔｕｒｎ（帰ってくる）、新しい

島の未来がＲｅ-ｂｏｒｎ（生まれ変わる）の「Ｒｅ島」を合い言葉

に「Ｒｅ島プロジェクト」として事業を実施しており、早速「Ｒｅ

島チャンネル」というホームページを立ち上げ、福岡を起点とした

各島への旅行商品の販売を開始しております。 

また、「Ｒｅ島ムービー」として各島の「人」に着目した宣伝用映

像を作成しましたところ、大変好評を得ております。 

今後は、各種メディアとタイアップしたＰＲ事業や海外向け広報

等も実施することとしております。 
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３．産業の振興 

（１）農業の振興について 

今年は、平年より１日早い梅雨明けとなり、７月１４日から８月

２７日まで４５日間ほとんど降雨が無く、農業用ダム・ため池につ

いては、貯水率が５４．１％となっておりましたが、８月２８日か

ら２９日にかけて１００ミリ程の降雨があり、貯水率も改善し、ひ

とまず安心しております。 

昨日発生した台風１２号については、雨の欲しい時期ではありま

すが、農作物や施設への影響を心配しており、十分注意を払ってい

ただきたいと考えております。 

こうした中、本年産の葉たばこは、成熟期の天候不順による立ち

枯れ病、一部の圃場における原因不明の生育不良等により、１０ア

ール当たり２１０ｋｇの収量見込みと伺っており、１０月に葉たば

こ収納が予定されております。 

水稲については、早期水稲は大きな病害虫被害等も無く、昨年と

同程度の収量が見込まれております。普通期水稲は農業用ダム・た

め池が十分な貯水率まで回復しておらず、水不足による被害が心配

されますので、関係機関連携して管理指導等を行ってまいります。 

肉用牛については、去る８月１日、２日に開催された子牛市にお

いて、子牛取引価格が市場開設以来の高値を記録しております。平

均価格が６月市と比較し、１頭当たり約１万円高の８３万３千円と

なっており、併せて去勢の平均価格についても市場開設以来の高値

を記録しております。しかしながら、高齢化・後継者不足等による
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繁殖牛の飼養頭数が減少しておりますので、今後も産地維持のため、

繁殖基盤の強化に努めてまいります。 

７月発生の農地及び施設災害については、１０月３日から７日に

査定が行われるようになっておりますので、査定後、早急に事務手

続きを進め、復旧工事に着手してまいります。 

（２）水産業の振興について 

本年４月から７月までの本市の漁獲量及び漁獲高を昨年と比較い

たしますと、漁獲量は、１，１２４トンで１５．７％の減、漁獲高

は、９億６千８百万円で１７．５％の減となっております。 

また、正組合員数は、昨年より３０名減の９８７名となっており

ます。漁獲量、漁獲高ともに減少しており、漁家経営は大変厳しい

状況が続いておりますが、水産業の振興を図るため、今後も漁業者

の皆様、そして、各漁協をはじめ関係機関と連携を図り、各種施策

に積極的に取り組んでまいります。 

今回、県営事業による芦辺漁港、大島漁港、郷ノ浦港、勝本港、

印通寺港の整備・改修工事に係る負担金について、所要の予算を計

上しております。 

（３）商工業の振興と雇用対策について 

 ７月２１日に、昨年に引き続きハローワーク及び県との合同で、

高校２、３年生を対象に、卒業後の進路選択の参考と、地元就職を

促進することを目的として、合同企業説明会を開催いたしました。

昨年は市内５社の企業の参加でありましたが、本年は、市内９社の

企業、生徒３２名、保護者１７名、合わせて９０名の参加があり、
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第１部では各企業からの説明、第２部では各企業ブースにそれぞれ

移動し、説明・質疑が行われたところであります。生徒皆さんから

は、企業の内容や生の声が聞けて良かった、保護者皆様からは、今

後も続けてもらいたい等の要望もあり、本事業を引き続き実施する

とともに、企業への支援等を含め、雇用の確保に全力で取り組んで

まいります。 

 ７月３０日には、株式会社レオパレス２１の壱岐サービスセンタ

ーの開所式があり、新たに２２名の方が雇用されております。平成

１９年度に壱岐コールセンターを開設、そして、今回の新たなセン

ター開設をいただき、雇用促進に多大なご貢献をいただいておりま

す。 

 しま共通地域通貨事業「しまとく通貨」については、１０月まで

は旅行商品に組み込まれるバラ券のみとなっておりましたが、１１

月からはセット券の販売も開始されます。また、１０月から電子化

されるようになっており、より利便性が高まるものと期待しており

ます。 

 

４．市民 

（１）第２９回全国健康福祉祭ながさき大会について 

ねんりんピックの通称で親しまれている全国健康福祉祭が、本年

１０月１５日から１８日までの４日間、長崎県内１５カ所で開催さ

れます。壱岐市においては、ウォークラリー交流大会の開催地とな

っており、１０月１５日に代表者会議及び開始式、翌１６日に交流
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大会を原の辻遺跡をメインとしたコースで開催します。高齢者の部

については、全国から４０チーム、２００名の参加が決定しており

ます。一般の部については、２０チーム、１００名程度を予定し、

９月１５日を申込期限に募集しておりますが、現在５チームの申込

に止まっておりますので、老人クラブや各種団体に要請し、参加者

の確保に努めております。 

また、運営にあたっては、関係機関や団体の協力はもちろん、市

内の中学生による高齢者の部チームのアテンダーや高校生によるド

リンクサービス、各小学校の児童による激励ポスターの作成などの

協力もいただき、壱岐市をあげて全国からの参加者をおもてなしの

心で温かくお迎えしてまいります。 

（２）幼保連携型認定こども園について 

幼児教育の質の向上と量の確保を図るとともに、効率的な施設運

営を行うため、石田町へ幼保連携型認定こども園を設立いたします。 

計画では、予定地を石田保育所の南側にある、現テニスコートと

しており、石田保育所は保育部分を現行のまま運営し、幼稚園部分

を新設するため、敷地整備のための設計及び工事を行うこととして

おります。 

また、本整備工事に伴い、テニスコートを石田中学校校舎裏に移

転整備することとしており、今回、所要の予算を計上しております。 

（３）介護ロボット導入事業について 

本市においては、３人に１人が高齢者という状況の中で、介護保

険事業は制度発足時から比較すると、介護サービス利用者で１．５



- 13 - 

 

倍、サービスに係る費用額で１．７倍の伸びとなっており、今後、

介護従業者の確保と定着を図る取組が急務となっております。 

このような状況の中、本事業は、国庫補助事業を活用した介護ロ

ボット（見守り支援ベッドシステム）を市内の介護老人保健施設に

おいて導入し、介護従業者の負担の軽減を図るとともに、市内にお

ける活用実証モデルとして他の介護サービス事業者への周知と働き

やすい職場環境を整備し、介護従業者の確保を図る目的で実施する

ものであり、今回、所要の予算を計上しております。 

（４）予防接種事業について 

B 型肝炎については、少数ながら小児における水平感染や集団感

染が報告されていること等から、予防接種によって人から人への感

染機会を減らすことを目的に予防接種施行令等の改正が行われ、本

年１０月から定期予防接種（A 類疾病）の対象疾患に追加されたと

ころであります。 

対象者については、平成２８年４月以降に出生した者で生後１歳

に至るまでの間にあるものとなっております。予防接種を行うこと

で、伝染の恐れのある疾病の発生及び重症化の防止、さらにはその

蔓延を防ぐことで公衆衛生の向上や増進に寄与するものであり、壱

岐医師会のご協力を得て１０月１日から実施するため、今回、所要

の予算を計上しております。 
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５．建設 

（１）道路、河川等の整備について 

市道整備について、６月補正において、道路整備工事に必要な予

算を計上いたしましたが、さらなる経済対策の一環として、市道の

維持補修工事、及び単独で行っている市道の改良工事等の早期完成

を図るため、今回、所要の予算を計上しております。 

（２）水道水源の現状について 

梅雨明け後、雨量計で確認するほどの降雨が無い状況が続いてお

りましたが、８月２８日にようやく恵の雨が降りました。水道水源

のダム貯水率は、８月末現在、平均して概ね８７％であり、今のと

ころ余裕がございます。これは、梅雨時期に昨年の約１．３倍の雨

が降り込んだことが幸いしているものと考えております。 

また、夏場の猛暑続きで藻類の発生を心配しておりましたが、貯

水量に余裕があることなどから、例年になく少ない現状であります。 

平成２５年７月に芦辺地区、また、平成２６年７月に沼津柳田地

区の給水区域で発生した異臭味の対策については、平成２６年度に

芦辺浄水場、平成２７年度に郷ノ浦浄水場に生物活性炭処理設備を

導入し、臭気物質の除去対策を行ってまいりました。 

今年も、高温少雨傾向が続いておりますが、異臭味の被害は無く、

活性炭処理設備導入の効果が現れていると捉えております。 

今後も、水道水の安定した供給に鋭意努めてまいりますので、市

民皆様の大切な水源として、節水へのご協力をお願いいたします。 
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６．教育 

（１）芦辺中学校の校舎建設等について 

芦辺中学校の校舎建て替え用地については、先の６月会議でご報

告しておりましたが、より安全で安心して学べる教育環境の視点で、

改めて建設予定地の見直しを含めた検討に入ることを教育委員会か

ら報告を受けたところであります。 

教育委員会において、芦辺町内の小中学校のＰＴＡ・保護者・地

域の代表３２名による校舎建て替え用地選定委員会を設置するとと

もに、７月５日から８日にかけて、芦辺町内の小中学校７校で説明

会を行い、併せてアンケートを実施しております。 

７月２６日に開催した校舎建て替え用地選定委員会では、アンケ

ート結果を基に審議され、用地については、旧那賀中学校とする考

えにまとまりました。この審議結果の報告書が、翌２７日に教育委

員会に提出されましたので、教育委員会は直ちに会議を開き、協議

結果が報告されました。その内容については、既にお知らせしてお

りますが、校舎建て替え用地は旧那賀中学校とすること、校舎の建

設についての検討事項が付記されていたことはご承知のとおりであ

り、本事業の進め方について、現在、教育委員会と協議を進めてお

ります。 

旧那賀中学校は、閉校後６年近くになり、普通教室や特別教室等

の教材設備の利用停止や利活用のため一部撤去している実情があり

ます。また、普通教室が４教室不足するため、校舎の増築が必要と

なりますが、増築のための校地の広さも十分とは言えず、増築した
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場合は、教室の配置が窮屈になるなど、学習環境には不安が残りま

す。 

このように、校舎の改修を含めた耐震補強工事と増築工事では、

生徒たちにとって、よりよい教育環境とは言い難い課題も抱えてい

ます。生徒たちの学習環境を充実させることを第一義に考え、本事

業における校舎の建て替えについては、現校舎を解体・撤去し、校

舎を新築することにより不足する教室数は確保され、教育環境も整

備されると判断しております。 

議員皆様をはじめ、市民皆様のご理解を賜りますようお願いいた

します。 

さて、先の議会においても議論となっておりました、壱岐市立小・

中学校消防用設備改修工事にかかる入札執行事務、並びに壱岐市立

芦辺小学校校舎改築工事設計業務にかかる完成払支出負担行為等事

務について、その不適正な事務処理により、公共工事に対する信用

の失墜と、市民及び学校、議会運営に多大な混乱と影響を及ぼした

ことに対しまして、市民皆様に心からお詫び申し上げます。 

今回の件に係る関係職員の処分につきましては、地方公務員法の

規定に基づく懲戒処分として、担当係長を減給１０分の１の１カ月、

当時の課長補佐及び担当課長を減給１０分の１の３カ月、教育次長

を減給１０分の１の２カ月、教育長を減給１０分の１の３カ月とす

る処分決定がなされ、本日付けで処分書の交付を行っております。 

処分量定の判断につきましては、それぞれの事案について個別に

審査し、消防用設備改修工事の入札執行事務について減給１０分の
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１の１カ月、芦辺小学校校舎改築工事設計業務について減給１０分

の１の２カ月として、事務の不適正処理及び管理監督責任に対して、

それぞれの職務職責により判断し、決定しております。 

なお、教育長の給料月額は条例で規定されておりますので、その

処分の効力を実施させるため、今回、教育長の給与の特例に関する

条例の制定について、議案を提出しております。 

このような事案が発生したことに、重ね重ねお詫び申し上げます

とともに、今後は市民皆様の信頼を回復するため、再発防止に全力

で取り組んでまいります。 

  

７．防災、消防・救急 

（１）防災・防犯について 

７月１２日から１３日にかけて発生した大雨は、１時間雨量最大

で約３５ミリ、降り始めからの総雨量は１７５ミリを記録しました。

気象庁と県が発表する土砂災害警戒情報等をもとに、勝本町全域と

郷ノ浦町沼津地区に避難勧告を発令し、４カ所の避難所に７世帯 

１０名の方が避難されました。今回の避難勧告は、壱岐市で初の発

令となりましたが、異常と言える天候が続発している近年の気象状

況からすると、今後も大雨等が起きる可能性が高いと考えられます。 

市民皆様には、避難勧告等が発令されてから慌てることがないよ

うに、日頃から自宅の立地状況や危険個所、避難場所の確認等をお

願いいたします。 

なお、今回の大雨により、道路災害２２件、河川災害２件、林地
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災害２８件、農地災害１１１カ所が発生しておりますが、幸い、人

的被害は発生しておりません。今後も、各関係機関と十分連携を図

り、災害対策に万全を期してまいります。 

また、壱岐市社会福祉協議会と「災害発生時における福祉避難所

の設置運営に関する協定」を、８月１日に締結しております。福祉

避難所とは、特別な配慮が必要な高齢者や障がい者の方々への体制

を整備した避難所のことであり、今後、災害時には必要に応じて、

壱岐市社会福祉協議会の各事業所に福祉避難所を設置していただく

こととなります。 

１０月１０日には、平成２８年度長崎県原子力防災訓練が、本市

を含めた県内４市と長崎県、佐賀県、福岡県の３県合同で開催され

ます。玄海原子力発電所での放射能漏れ事故を想定し、情報収集伝

達訓練、災害対策本部設置・運営訓練、緊急時モニタリング訓練、

原子力災害医療訓練、広報訓練、住民の避難・誘導訓練、島外への

広域避難訓練などを実施する予定となっております。このような実

践的な訓練を積み重ねながら、原子力防災対策に関係機関とも連携

して取り組んでまいります。 

市民皆様におかれましては、あらゆる災害へ自らの備えを行って

いただきますとともに、地域における防災力の向上に向け、自主防

災組織の結成や育成等について、今後もご理解を賜りますようお願

いいたします。 

次に、防犯についてですが、特殊詐欺、いわゆる「振り込め詐欺」

等による被害は、全国、県内とも甚大なものとなっており、本市に
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おいても、平成２６年に１件１千万円、平成２７年は３件３百万円

の被害が発生しています。 

また、特殊詐欺の予兆電話も多発しており、高齢者を狙った悪質

な犯罪が急増している状況です。このような中、昨年度から壱岐警

察署において、電話の発信者に対して通話内容を録音する旨の警告

を流す、特殊詐欺被害防止装置１００台を貸し出して、被害の防止

を図っています。この装置は警察に返却しなければなりませんが、

使用した高齢者の７割が継続して設置を希望しているとのことです。 

今後、特殊詐欺被害防止装置の普及による詐欺被害の防止ととも

に、住民の防犯に対する意識高揚を図るため、特殊被害防止対策危

機購入費の補助制度を創設することにしております。 

 

（２）消防・救急について 

今夏は全国的な猛暑となり、市内では、８月末現在、２４名の熱

中症による患者を救急搬送しております。今後も、残暑が厳しいこ

とが予想されますので、市民皆様におかれては、こまめな水分補給

を行うなど体調管理に十分留意していただきますようお願いいたし

ます。 

去る８月７日に大村市の長崎県消防学校で開催された「第３３回

長崎県消防ポンプ操法大会」において、ポンプ車の部で芦辺地区第

１分団が県大会１１連覇を達成、小型ポンプの部で郷ノ浦地区第７

分団２部が準優勝の栄に輝きました。これまで、ご支援、ご声援い

ただいた議員各位、市民皆様に厚く御礼申し上げます。 



- 20 - 

 

９月９日の「救急の日」には、壱岐医師会をはじめ、救急医療機

関のご協力を得て、救急訓練を実施し、救急医療関係者の連携強化

及び意識の高揚を図ってまいります。 

 

８．議案説明 

 次に、議案関係についてご説明いたします。 

（１）補正予算について 

 本議会に提出した補正予算の概要は、 

一般会計補正総額             ５億８，４９７万円 

各特別会計の補正総額            １億２９０万５千円 

となり、本定例会に提出いたしました一般会計，各特別会計の補正

額の合計は、             ６億８，７８７万５千円 

となります。なお、現計予算と合算した本年度の一般会計予算は、 

２３８億２７６万１千円 

で、特別会計については、      １１０億２，５５５万８千円 

となっております。 

（２）その他の議案について 

本日提出いたしました案件の概要は、平成２７年度各出資法人の

経営状況等に係る報告４件、平成２７年度財政健全化判断比率等の

報告１件、条例の制定・廃止に係る案件２件、あらたに生じた土地

の確認等の案件１件、予算案件６件、平成２７年度各会計決算認定

１０件であります。 

案件の詳細については、担当部長、課長等から説明をさせますの
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でご了承願います。 

何とぞ十分なご審議をいただき、適正なるご判断を賜りますよう

お願い申し上げます。 

 

９.おわりに 

 以上をもちまして、前会議以降の市政の重要事項また政策等につ

いて申し述べましたが、様々な行政課題に対し、今後も誠心誠意、

全力で取り組んでまいる所存でありますので、議員各位並びに市民

皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 平成２８年９月２日 

壱岐市長 白 川 博 一   


